
【取組内容①】クラウドを活用した他者参照による複線型の学び

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】 都城市立明道小学校（宮崎県）【指定校】

ホワイトボードソフトによるノート情報の共有
ノートに書いた自分の考えを写真で撮り、クラウド上
のホワイトボードソフトに貼ることで、画面に映っている
友達の考えを参照しながら解決のヒントにすることが
できた。

ホワイトボードソフトを活用した年表の作成（小６・社
会）
複線型学習では、児童一人一人が全体のテーマに基
づいて小テーマを設定し、そのテーマに沿って調べ学習を
行った。学びの成果はホワイトボードソフト上の年表に
情報を共有し、進捗を可視化した。年表を活用すること
で自分のテーマの学習に役立てたり、自分のテーマ以
外の内容についても理解したりすることができた。



【取組内容②】キャリア・パスポートの完全電子化

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】 都城市立明道小学校（宮崎県）【指定校】

都城市では、キャリア・パスポートを完全電子化している。転出や進学のことも考え、県教育委員会、
県内の全市町村へ説明を行い、電子化への理解を求めた。紙媒体で作成していたキャリア・パスポート
を、Google サイトやGoogle スライドを使うことで、ファイルを紛失することもなくなり、写真や動画を記
録して保存しておくことも可能となった。



【取組内容②】キャリア・パスポートの完全電子化

様式Ⅰ-3

１ 成果
児童が学習で作った成果物（作文や詩、図工
作品など）を写真やデータで残しておくことで、この
キャリアパスポート上に紐づけし、振り返ることがで
きる。市のテンプレートを基に、自分なりにアレンジ
を加えたキャリア・パスポートを作り上げている児童
もいる。

２ 課題
写真やデータが無いと、電子化の良さを活かせな
いので、定期的に写真を撮ることや、データの整理
の時間が必要である。
学習の内容や活動の仕方によっては、データが少
ないこともあるので、全体への声かけを行い、意味
のあるキャリア・パスポートを作っていくことが必要で
ある。
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【取組内容④】特設サイトの開設による公開研究会の開催

様式Ⅰ-4

◆公開研究会の申込み
⇒ Google フォーム

◆駐車場・校舎配置図の案内
⇒ 特設サイトより案内

◆指導案
⇒ Google ドキュメントまたはPDF
⇒ 特設サイトより参加者各自でダウン

ロード

◆受付
⇒ Google スプレッドシートを使うことで

異なる会場でも情報を共有

特設サイトのページ
◆指定校の取組
・明道小
・姫城中

◆公開研究会
・駐車場配置図
・授業公開
・全体会

◆都城市の取組
◆リンク
◆都城市の紹介
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【取組内容④】Google アプリを活用した指定校と教育委員会の連絡調整

様式Ⅰ-5

２ 実務者会（市教委担当、指定校の担当者）の在り方
対面で行う実務者会は毎月１回程度で、連絡のほとんどはGoogle チャット
を活用した。実務者会では、写真（左）のように紙媒体の資料は配付せずに、
各自端末を持ち寄り、クラウド上で共同に作業し、記録するようにした。

３ 活用した主なアプリ
日程調整：Google スプレッドシート
実務者会の記録：Google ドキュメント
写真や資料の共有：Google ドライブ ※Google サイトで一元化
公開研究会の参加者名簿の共有：Google スプレッドシート
授業公開の指導案：Google ドキュメント
発表スライド：Google スライド

４ 成果
共同編集機能やコメント機能を活用したことで、効率よく資料作成等を進める
ことができた。

１ これまでの経緯と取組
初めはGoogle チャットとGoogle ドライ
ブを活用し、教育委員会の担当と指定校の
実務者会メンバー（教頭・教務主任・研究
主任等）が連絡を取り合い、資料のやり取り
をしていた。しかし、共有する資料が多くなり
はじめ、共有ドライブだけでは検索に時間を
要するようになった。
そこで、実務者会のメンバー専用のポータ
ルサイトを開設したことで、必要な資料を探し
やすくなり、効率的に進めることができるように
なった。
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【取組内容⑤】明道小ポータルサイトを活用した校務DX

様式Ⅰ-6

Google サイトを活用して学校独自のポータルサイトを開設したことにより、配付資料の印
刷量が減り、いつでも、どこからでも情報にアクセスできるようになった。また、Google カ
レンダーや市教育委員会のスケジュール、Google チャットのアクセスもできるようにして、

職員の動静、提出物等の確認ができるようになった。操作に慣れていない教職員もいるため、
操作マニュアルを作成し、Google Keep や Google ドキュメントとの連携を図ることで、よ
り使いやすくしていきたい。
＜ポータルサイトの効果＞
◎ 印刷時間の削減
◎ コピー用紙の節約
◎ 教職員用の端末を使えば、出張先でも閲覧可能

明道小ポータルサイトのページ

◆校務分掌

※写真(左)は教務部のページ

◆校長先生のお部屋

◆教頭

◆職員連絡用掲示板

◆保健室

◆特別支援

◆ALT計画

◆週案
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【取組内容⑤】Google スプレッドシートを活用した全学級共有の時間割

様式Ⅰ-7

① これまでの経緯
本校は一部の教科において教
科担任制をおこなっているため、
時間割の調整に苦労し、修正が
あるたびに配付し直していた。

② 取組
上のように、Google スプ
レッドシートを活用して、時
間割をクラウド化したシステ
ムを構築した。

④ 課題
年度初めのシステム作りが手間である
ため、テンプレートを作成し、自動化スク
リプトを活用することで効率化を図りたい。

③ 成果
専科指導教員と同時に編集できるため、

時間割の調整や朝の活動、下校時刻の
間違い等の確認が、スムーズに行えるよ
うになった。
時間割の修正があっても配付し直すこ
となく、常に最新の時間割を閲覧できるよ
うになった。
特別支援学級の時間割は、各学年の
時間割を入れることで、教科名が入るよ
うに自動化した。そのため、特別支援学
級担任の時間割作成の手間が省けた。
通級指導教室を利用する児童がいる
学級の指導時間数を調整しながら、学
習を進めることができた。
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【取組内容⑤】Google カレンダーを活用した教職員のスケジュール管理

様式Ⅰ-8

① これまでの経緯
管理職及び教務主任が手帳や
各自の端末に予定を記録していた。
教務主任が週案を通して全員へ周
知していた。

② 取組
教務主任や教務副主任、管理
職がGoogle カレンダーに随時入
力する。

④ 課題
提出締切や申込みを失念す
る場合が見られたので、リマイン
ド機能を使って、効率化を図り
たい。

③ 成果
教務主任や教務副主任、管
理職がGoogle カレンダーに
随時入力することで、それぞれ
が分担しながら進めることがで
きた。
週案がない場合であっても、
いつでもGoogle カレンダーで
日程や〆切を確認することがで
きる。
出張先で、次回の諸会議等
の開催日時を確認する場合、
校内の職員の動静を考慮した
り、決まった日程を入力したりす
ることができた。
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